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主な内容

P２　議会だより
P３　９年間皆出席
P４　みんなの広場
P６　はぐくみ
P８　図書館だより
P９　駅北駐車場オープン
P10 お知らせ
P12 健康だいすき

111チームが
タスキをつなぐ！

２月22日、陶町で「第40回陶一周駅伝競走大会」
が行われました。
Aコース（５区間　18.1㎞）、Bコース（７区間

12.2㎞）の一般の部や中学生の部、スポーツ少年団の
部に過去最高の111チームが参加し、健脚を競い合い
ました。（結果は５ページに掲載）
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監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委

員
構
成
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

平
成
16
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
27
日
に
開
会
、

市
議
会
議
長
を
始
め
と
す
る
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

市
川
晴
宣
氏
（
64
歳
、
無
所
属
）、
副
議
長
に
酒
井
宣
行
氏

（
66
歳
、
無
所
属
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
長
に

市
川
晴
宣
氏

副
議
長
に
酒
井
宣
行
氏

平成３年２月に初当選、現在４期目。
この間、議長（平成12年）、副議長（平
成10年）、監査委員（平成11年）、議会運
営委員長（平成13年）などを歴任

こ
の
た
び
皆
様
方
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
再
度
議
長
の
要
職
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
１
月
25
日
は
本
市
に
と
っ

て
歴
史
に
残
る
日
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
市
民
の
意
志
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
こ
こ
は
沈
思
黙
考
し
歩

を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
こ
と

が
、
今
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

国
の
三
位
一
体
改
革
が
具
体
化
さ

れ
、
い
よ
い
よ
自
己
責
任
・
自
己

決
定
と
言
う
新
た
な
地
方
分
権
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

議
会
・
行
財
政
改
革
を
進
め
る

中
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を

見
直
し
、
痛
み
を
分
か
ち
合
い
つ

つ
、市
制
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

さ
ら
に
議
会
活
動
の
活
性
化
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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９
年
間
皆
勤
す

る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。

健
康
面
で
は
特
に

風
邪
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
皆
勤
で

き
た
の
は
、
家
族
や
友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
皆
勤
で
き

た
の
は
、
決
し
て

意
識
し
て
い
た
理

由
で
は
な
く
気
づ

い
た
ら
そ
う
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
を
つ
く
り
出
し
た

の
は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
過
ご
し
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
も
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

瑞浪市役所　1 68-2111

３
月
11
日
、
市
内
の
公
立
中
学
６
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

429
人
（
瑞
浪
158
人
、
瑞
陵
88
人
、
陶
54
人
、
稲
津
57
人
、
釜

戸
37
人
、
日
吉
35
人
）
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無

欠
席
で
通
学
し
た
13
人
を
紹
介
し
ま
す
。

●
　
瑞
浪
中
学
校
　
●

小山内愛歌さん 伊藤彩子さん

私
が
学
校
の
無

欠
席
を
意
識
し
だ

し
た
の
は
小
学
４

年
生
の
頃
か
ら
で

し
た
。
も
と
も
と

体
が
健
康
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の

体
調
が
あ
ま
り
良
く
な
い
時
は
家
族
が
気
を
使

っ
て
く
れ
た
り
し
た
お
か
げ
で
９
年
間
皆
勤
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
調
に
気
を
つ
け
て

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山内笑美子さん

９
年
間
一
度
も

休
ま
ず
学
校
に
行

く
と
い
う
こ
と
は

意
外
と
難
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、

僕
は
健
康
の
面
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

一
回
も
休
ま
ず
学
校
に
行
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
継
続
の
力
を
高
校
生
活
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

小久江宏樹君

●
　
釜
戸
中
学
校
　
●

「
で
き
る
だ
け

学
校
に
登
校
す
る
」

こ
れ
を
９
年
間
目

標
に
し
て
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
こ
の

目
標
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
、
難
し
い
こ

と
で
し
た
。
日
頃
か
ら
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
日
々
頑
張
り
ま
し
た
。
高
校
に
行
っ
て

も
頑
張
り
た
い
で
す
。

水野頌也君

●
　
陶
中
学
校
　
●

中
学
校
で
は
、

部
活
の
部
長
、
生

徒
会
長
、
応
援
団

長
な
ど
、
色
々
や

っ
て
み
て
言
葉
で

は
表
せ
ま
せ
ん
が
と
て
も
良
い
こ
と
を
得
た
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
今
後
も
何
事
に
も
恐
れ
ず

い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

乾　祐樹君

●
　
日
吉
中
学
校
　
●

今
思
え
ば
、
９

年
間
は
短
か
っ
た

で
す
。
体
調
管
理

が
し
っ
か
り
し
て

い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
運
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
９
年
間
の
皆
勤
は
こ
の
中
学
校
で
は

僕
１
人
で
誇
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
高
校
生
活
の
自
信
と
な
れ
ば
い
い
で
す
。

安藤洋平君

●
　
稲
津
中
学
校
　
●

９
年
間
休
ま
ず

学
校
に
通
う
こ
と

が
で
き
た
の
は
、

自
分
自
身
の
自
己

管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
私
の
親
の
毎
日
の
気
遣
い
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝
し
た
い

で
す
。

山田真美加さん

こ
の
９
カ
年
間

一
回
も
休
ま
ず
に

学
校
に
登
校
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
こ
れ

も
私
を
支
え
て
く
れ
る
友
達
や
家
族
、
先
生
な

ど
周
り
に
い
る
人
達
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中山知美さん

私
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
ト
マ
ト
や

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の

野
菜
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
幼
稚
園

も
休
ま
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
来
れ
た
の
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
与
え
て
く
れ
た
母
の
お
か
げ
で
す
。

鈴木彩乃さん

私
が
９
年
間
休

ま
ず
に
学
校
に
来

れ
た
の
は
、
早
寝

早
起
き
な
ど
を
し

て
、
健
康
管
理
に

気
を
つ
け
て
生
活
し
た
こ
と
、
家
族
・
学

校
・
友
達
な
ど
の
み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
っ

た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。

愛知加奈子さん

私
は
、
毎
日
健

康
に
気
を
つ
け
て

生
活
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自

己
管
理
だ
け
で
な

く
、
母
が
栄
養
に
気
を
つ
け
て
食
事
を
作
り
、

風
邪
を
ひ
い
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
治
る
よ
う

に
面
倒
を
み
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。

和田あかねさん

僕
が
義
務
教
育

の
９
年
間
無
欠
席

で
こ
れ
た
の
は
、

体
が
丈
夫
だ
か
ら

で
す
。
で
も
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
毎
日
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
無
事
こ
の
９
年
間

休
ま
ず
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小栗一将君
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２
月
23
日
、
市
と
瑞
浪
市
建
設
業
協
会（
今
井
康
雄

会
長
）、
瑞
浪
管
工
事
組
合（
安
部
利
美
組
合
長
）は
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
を

明
文
化
し
た
「
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
、
そ
の
調
印
式
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
書
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
災
害
な

ど
の
緊
急
時
に
建
設
業
協
会
・
管
工
事
組
合
は
市
の
要

請
を
待
た
ず
に
防
災
活
動
や
救
出
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
今
ま
で
以
上
に
速
や
か
な
救
出
支
援
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

嶋
市
長
が
「
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
東
海
地

震
、
東
南
海
地
震
に
備
え
、
市
民
に
と
っ
て
心
強
い
協

定
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
同
会
長
、
組
合
長
は

「
災
害
時
に
は
会
員
が
一
致
団
結
し
、
復
旧
に
全
力
で

協
力
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

災
害
時
の
応
援
協
力
協
定
を
結
ぶ

２
月
25
日
、
稲
津
幼
稚
園
で
園
児
45
人
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
稲
津
支
部（
勝
股
政
之
支
部
長
）の
メ
ン

バ
ー
13
人
が
ふ
れ
あ
い
芋
煮
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
支
部
は
、
毎
年
５
、
６
回
同
園
を
訪
れ
、
園
児
に

竹
と
ん
ぼ
や
こ
ま
回
し
、
竹
馬
な
ど
昔
な
が
ら
の
遊
び

を
教
え
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
交
流
会
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
１
年

間
の
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
園
児
が
手
話
を
交
え

た
合
唱
を
披
露
し
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ひ
と
り
に
首
飾

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
年
寄
り
に
教

わ
っ
た
竹
馬
や
こ
ま
回
し
な
ど
、
練
習
の
成
果
も
披
露

し
ま
し
た
。

勝
股
支
部
長
が
「
目
に
見
え
る
子
ど
も
の
成
長
と
練

習
の
成
果
す
べ
て
が
感
動
で
し
た
」
と
１
年
間
を
振
り

返
り
な
が
ら
語
り
、
園
児
の
和
田
賢
人
君
は
「
い
ろ
い

ろ
優
し
く
教
え
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
遊
び
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
シ
ル
バ
ー
さ

ん
が
用
意
し
た
と
ん
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

稲
津
幼
稚
園
で
ふ
れ
あ
い
活
動

体
育
施
設
の
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
し
た
い
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ナ
イ
タ
ー
利
用
期
間

４
月
５
日（
月
）〜
10
月
31
日（
日
）

・
利
用
申
込

▼
市
民
野
球
場
・
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
申
込
先

市
民
体
育
館
（
電
話
予
約
不
可
）

▼
樽
の
上
野
球
場
の
申
込
先

瑞
浪
地
区
ナ
イ
タ
ー
運
営
委
員
会

1
６
８
‐
７
４
７
１
　
大
西

※
申
し
込
み
は
、
利
用
月
の
前
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◎
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
1
６
８
‐
０
７
４
７

体
育
施
設
ナ
イ
タ
ー
利
用
受
付

・
会
　
場

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
種
　
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
資
　
格

オ
ー
プ
ン

・
参
加
料

１
組
　
２，

０
０
０
円

・
申
　
込

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参

加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

・
締
　
切

３
月
22
日（
月
）

◎
申
込
・
問
合
せ

硬
式
テ
ニ
ス
協
会
　
武
山
　
1
６
７
‐
０
５
８
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
　
　
　
1
６
８
‐
０
７
４
７

県
陶
磁
資
料
館
で
は
、
桃
山
時
代
に
美
濃
で
焼
成
さ
れ
た
瀬

戸
黒
・
黄
瀬
戸
・
志
野
・
織
部
な
ど
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

・
期
　
日

４
月
１
日（
木
）
〜
５
月
30
日（
日
）

・
入
館
料

一
般
300
円
　
高
大
生
200
円
　
小
中
学
生
無
料

・
休
館
日

５
月
３
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
と

４
月
30
日（
金
）・
５
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）

◎
問
合
せ

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館

多
治
見
市
東
町
１
‐
９
‐
４

1
２
３
‐
１
１
９
１

４
月
25
日（
日
）

み
ず
な
み
オ
ー
プ
ン
大
会
（
硬
式
テ
ニ
ス
）

特
別
展
「
桃
山
陶
展
」

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
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伊藤昭瑛
しょうえい

ちゃん（3歳）
陶町猿爪

水野瀬奈
せ な

ちゃん（3歳）
稲津町小里

陶 児 童 館

▽
一
般
男
子
の
部
１
部

優
勝

中
津
商
業
高
等
学
校
　
２
位

中
京
高
等
学
校
Ａ

３
位

明
智
商
業
陸
上
部
Ａ

▽
一
般
男
子
の
部
２
部

優
勝

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
　
２
位

瑞
浪
陸
友
　
３
位

明
智
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
陸
上
部

▽
一
般
女
子
の
部

優
勝

中
津
商
業
高
等
学
校
　
２
位

明
智
商
レ
デ
ィ
ー
ス

３
位

土
岐
ラ
ン
ナ
ー
ズ

▽
中
学
生
男
子
の
部

優
勝

中
津
川
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ
　
２
位

多
治
見

陸
上
ク
ラ
ブ
　
３
位

泉
中
駅
伝
部

▽
中
学
生
女
子
の
部

優
勝

多
治
見
陸
上
ク
ラ
ブ
　
２
位

泉
中
駅
伝
部
　
３
位

土
岐
津
中
陸
上
部

▽
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
の
部

優
勝

明
智
町
野
球
ス
ポ
少
Ａ
　
２
位

中
津
川
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ
　
３
位

泉
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

▽
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
の
部

優
勝

精
華
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ
　
２
位

多
治
見
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ
　
３
位

陶
陸
上
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ａ

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
で
は
、
ミ
ニ
企
画
展
「
春
の
土
雛

祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
土
雛
作

り
が
盛
ん
に
な
り
、
約
100
軒
の
家
が
土
雛
作
り
を
楽
し

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

明
治
時
代
か
ら
戦

前
に
か
け
て
作
ら
れ

た
、
手
作
り
な
ら
で

は
の
親
し
み
や
す
い

土
雛
が
約
100
体
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

４
月
３
日
ま
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７
‐
２
５
０
６

春
の
土
雛
祭
り
開
催
中

・
対
　
象

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

一
　
般
（
市
内
在
住
者
）

・
会
　
場

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
市
民
公
園
内
）

・
練
習
日

月
２
回
　
（
第
２
、
第
４
土
曜
日
）

・
時
　
間

９
時
〜
12
時

・
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

◎
申
込
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
1
６
８
‐
０
７
４
７

・
対
　
象

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

・
場
　
所

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
市
民
公
園
内
）

・
練
習
日

毎
週
土
・
日
・
祭
日

・
年
会
費

３
、
０
０
０
円

・
諸
経
費

７
、
０
０
０
円

（
ボ
ー
ル
代
・
コ
ー
ト
使
用
料
・
保
険
料
等
）

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す

◎
申
込
・
問
合
せ

1
６
７
‐
２
０
２
４
　
山
田

・
対
　
象

市
内
の
小
学
生
４
年
〜
　
15
人

〃
　
中
学
生
１
年
〜
　
15
人

・
会
　
場

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
市
民
公
園
内
）

・
練
習
日

月
２
回
（
第
２
、
第
４
土
曜
日
）

・
時
　
間

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
年
会
費

１
０
、
０
０
０
円
（
保
険
料
・
ボ
ー
ル
代
等
）

・
持
ち
物

運
動
服
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

・
指
導
員

市
テ
ニ
ス
協
会
会
員

《
説
明
会
》

４
月
３
日（
土
）
19
時
〜
市
民
体
育
館

※
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

◎
申
込
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
1
６
８
‐
０
７
４
７

昨
年
の
夏
・
秋
に
続
い
て
第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
春
の
竜
吟
峡
」
の
撮
影
会
で
す
。

（
雨
天
の
場
合
は
４
月
11
日（
日
）に
延
期
）

・
内
　
容

竜
吟
の
森
で
写
真
撮
影
会

※
作
品
は
自
然
ふ
れ
あ
い
館
で
展
示
し
ま
す（
４
月
25
日
〜

・
参
加
費

100
円
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
　
定
員
20
人
）

・
締
　
切

４
月
４
日（
日
）

・
休
館
日

３
月
15
・
22
・
23
・
29
日
、
４
月
５
・
12
日

◎
申
込
・
問
合
せ自

然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５

FAX
６
３
‐
０
０
１
６

―
第
３
回
竜
吟
の
森
撮
影
会
―「
春
の
竜
吟
峡
を
撮
る
」

第
40
回
　
陶
一
周
駅
伝
競
走
大
会
結
果

４
月
10
日（
土
）

９
時
〜
12
時

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

み
ず
な
みZ

E
R
O

（
ゼ
ロ
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
硬
式
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

）



平成16年３月15日

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地球回廊

市民体育館

サイエンスワールド

市民図書館

総合文化センター

５日,12日,19日,26日,30日

６日,13日,20日,27日,30日

文化会館 １日,８日,15日,22日,29日

生涯学習施設　４月の休館日

は ぐ く み 教育委員会 

２
月
22
日
、
平
成
15
年
度
第
３
回
瑞

浪
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
青
少
年
健
全
育
成
顕
彰

各
分
野
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

棚
橋
和
代
（
伝
統
芸
能
の
指
導
）

酒
井
智
浩
（
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
）

正
村
京
司
（
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
）

羽
柴
清
張
（
伝
統
芸
能
の
指
導
）

村
瀬
克
典
（
伝
統
芸
能
の
指
導
）

水
野
浩
二
（
伝
統
芸
能
の
指
導
）

足
立
勝
正
（
子
ど
も
会
の
指
導
者
）

若
尾
憲
治
（
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
）

渡
邉
勝
利（
県
青
少
年
育
成
指
導
員
）

高
木
康
幸（
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

小
栗
千
歳（
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

水
野
勝
人（
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

達
川
信
彦
（
元
市
青
少
年
育
成
推
進

員
）

水
野
修
芳
（
元
市
青
少
年
育
成
推
進

員
）

▼
三
部
会
活
動
報
告

◎
教
育
部
会

・
学
校
訪
問
（
稲
津
小
学
校
付
属
幼
稚

園
）

・
夏
期
特
別
街
頭
指
導
の
実
施

・
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
調
査

◎
青
少
年
部
会

・
学
校
訪
問
（
稲
津
小
学
校
付
属
幼
稚

園
）

・
夏
期
特
別
街
頭
指
導
の
実
施

・
成
人
向
け
書
籍
類
販
売
の
実
態
を
視

察
◎
民
生
部
会

・
夏
期
特
別
街
頭
指
導
の
実
施

・
少
年
指
導
機
関
と
の
連
携
強
化

▼
小
集
会
活
動
実
践
報
告

平
成
15
年
度
の
小
集
会
活
動
モ
デ
ル

地
区
６
地
区
の
内
、
今
回
は
、
次
の
３

地
区
か
ら
実
践
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

◎
中
切
区
（
釜
戸
町
）

『
大
人
も
子
ど
も
も

一
緒
に
活
動
す
る
中
切
区
に
』

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
目
指

し
、
大
人
と
子
ど
も
達
が
共
に
活
動
で

き
る
場
を
で
き
る
だ
け
設
定
し
、
お
互

い
の
心
の
結
び
つ
き
を
図
っ
た
。

地
域
に
根
付
い
て
い
る
行
事
、
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
的
行
事
を
、
大
人
だ
け

で
な
く
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加

す
る
行
事
と
し
た
。

夏
祭
り
で
は
、
中
学
生
に
も
催
し
の

一
部
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
企
画
か
ら

運
営
ま
で
を
任
せ
た
り
、
高
校
生
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
応
援
を
得
た
り
し
て

区
民
全
体
の
祭
り
と
し
て
盛
り
上
げ

た
。

◎
棚
田
山
区
（
稲
津
町
）

『
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

親
子
の
ふ
れ
あ
い
』

住
民
同
士
の
交
流
や
会
話
が
少
な
い

現
状
か
ら
、
日
常
生
活
の
中
で
会
話
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
、青
少
年
育
成
の
第
一
歩
と
考
え
、

テ
ー
マ
を
『
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
』

と
し
、
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
、
花
壇
の
手
入

れ
や
坂
道
の
清
掃
、
区
民
ラ
ジ
オ
体
操

の
会
、
団
地
ま
つ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
等
、
区
民
が
大
勢
参
加
で
き
る
行
事

を
積
み
上
げ
て
き
た
結
果
、「
知
ら
な

い
人
と
会
話
が
出
来
た
」「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
来
年
も
や
っ
て
ほ
し
い
」

等
の
声
も
出
て
、
棚
田
山
団
地
に
大
き

な
進
歩
と
変
化
が
あ
っ
た
。

◎
名
滝
団
地
区
（
土
岐
地
区
）

『
団
地
内
の
ふ
れ
あ
い
』

子
ど
も
会
活
動
と
は
別
に
、「
中
学

生
・
高
校
生
の
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
協
力
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
と
の
交
流
及
び
連
帯
感
を
育

て
る
」
を
基
本
方
針
と
し
て
活
動
を
推

進
し
た
。

名
滝
団
地
青
少
年
育
成
会
議
（
中
高

生
の
父
母
代
表
参
加
）
・
中
高
生
の
集

い
を
開
催
し
計
画
を
立
て
た
。

団
地
内
清
掃
（
団
地
内
の
溝
を
高
圧

洗
浄
機
で
掃
除
）
・
団
地
内
鉄
柵
補
修

ペ
ン
キ
塗
り
（
延
べ
287
時
間
）
・
公
園

ベ
ン
チ
設
置
に
中
学
生
も
参
加
し
た
。

中
学
生
参
加
に
よ
る
奉
仕
作
業
・
区

民
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
・
小
中
学
生
に
よ

る
き
も
だ
め
し
大
会
等
を
と
お
し
て
、

５
世
帯
の
外
国
人
を
含
め
た
団
地
内
の

人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

青
少
年
を
育
て
る

地
域
の
輪（
和
）

▲篠笛の練習（中切区）
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本
校
で
は
、
地
域
の
方
々
を
招
い
て

学
ぶ
機
会
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
間
伐
材
の
皮
む
き
、
工
作
･

手
芸
ク
ラ
ブ
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
花
壇
作
り
、
６

年
生
の
粘
土
作
品
作
り
、
５
年
生
の
水

稲
作
り
、
３
年
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会

な
ど
に
地
域
の
方
の
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二
つ
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｆ
Ｂ
Ｃ
花
壇
作
り
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
園
芸
委
員
会
で
す
。
種
ま
き

か
ら
苗
の
管
理
、
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
、

苗
の
植
栽
、
そ
し
て
花
が
咲
く
ま
で
の

様
々
な
世
話
を
行
い
ま
す
。
そ
の
活
動

に
地
域
の
奉
仕
団
体
「
う
た
つ
会
」
の

方
た
ち
の
手
助
け

を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
と
も
に
活

動
す
る
中
で
花
作

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
と
同
時
に
、

稲
津
の
町
を
み
ん

な
で
美
し
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
が
一
段
と
強

く
な
り
ま
し
た
。

今
も
春
花
壇
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

５
年
生
の
水
稲
作
り
は
、
学
校
近
く

の
水
田
で
地
域
や
保
護
者
の
助
け
を
借

り
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
５

年
生
だ
け
の
力
で
田
起
し
に
取
り
組

み
、い
か
に
大
変
か
を
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
助
け
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
脱
穀
ま
で

の
一
連
の
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
度
も
無
事
収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
、
親

子
餅
つ
き
大
会
で
収
穫
を
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
学
校
全
体
で
さ
ら
に
豊

か
な
体
験
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
タ
ン
ポ
ポ
は
、
瑞
浪
市
家
庭
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
所
属
し
、
毎

週
金
曜
日
の
夜
８
時
か
ら
10
時
ま
で
、

稲
津
中
学
校
の
体
育
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
続
け
て
み
え
る
人
、
ス
ト
レ
ス
解
消

の
た
め
に
汗
を
流
し
て
い
る
人
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
胸

に
秘
め
、
健
康
の
保
持
と
技
術
の
向
上

の
た
め
に
、
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
い

ま
す
。

練
習
の
成
果
を
試
す
機
会
と
し
て
、

東
濃
大
会
･
市
内
大
会
へ
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
瑞
浪
市
内
の
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

７
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
リ
ー
グ
戦

は
、
月
に
１
〜
２
回
の
割
合
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
技
術
を
試
す
機
会
で
あ
る

と
同
時
に
、
他
の
チ
ー
ム
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
る
恰
好
の
場
で
も
あ
り
、

楽
し
い
時
間
を
生
み
出
す
な
に
も
の
に

も
変
え
が
た
い
場
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
共
通
し
た
悩
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
家
庭
を
持
ち
、

職
も
持
ち
、
主
婦
と
し
て
な
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
い
つ

も
練
習
や
試
合
に
参
加
で
き
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
事
で
す
。
で
も
、
チ
ー
ム

存
続
の
た
め
に
、
お
互
い
が
「
助
け
合

い
」「
協
力
」
し
あ
っ
て
や
っ
て
い
ま

す
。仲
間
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
こ
そ
、

楽
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。

昨
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
の

年
で
し
た
。
日
本
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
に
は
、
大
き
な
刺
激
と
な
り
、

胸
に
期
す
も
の
が
多
く
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
継
続
と
維
持
に
一
人
で

も
多
く
の
方
の
参
加
を
願
い
つ
つ
、
が

ん
ば
り
続
け
ま
す
。
気
持
ち
の
い
い
汗

を
一
度
新
し
い
仲
間
と
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

地
域
に
学
ぶ
 

今
学
校
学
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今
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校
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昔
懐
か
し
い
紙
芝
居
は
い
か
が
で
す

か
。
Ａ
２
版
（
縦
43
㎝
×
横
62
㎝
）
の

大
型
紙
芝
居
と
舞
台
を
購
入
し
ま
し

た
。子

ど
も
会
や
仲
良
し
の
会
な
ど
で
子

供
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
演
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貸
出
し
用
紙
芝
居
は
次
の
六
作
品
で

す
。「く

れ
よ
ん
さ
ん
の
け
ん
か
」

「
お
と
う
さ
ん
」

「
た
べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば
」

「
あ
ひ
る
の
お
お
さ
ま
」

「
し
た
き
り
す
ず
め
」

「
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く
な

あ
れ
」

図書館だより 1 68-5529４月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号 
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ステーション
半原
鶴城
名滝

日吉コミュニティーセンター
月吉
小里
萩原
明賀台
白倉
細久手
深沢
棚田山
羽広
大川
水上
旭町

サニーヒルズ
猿爪

巡回日

8日（木）

14日（水）

9日（金）

17日（土）

21日（水）

22日（木）

時 間
15：30～15：50
16：00～16：20
16：30～16：50
15：30～16：20
16：30～16：50
15：30～16：00
16：10～16：30
13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：00
15：30～16：00
16：10～16：30
13：20～13：40
13：50～14：10
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：30

16
年
度
ス
タ
ー
ト
の
ミ
ニ
展
は
、
中

央
公
民
館
自
主
活
動
で
絵
手
紙
を
習
っ

て
み
え
る
愛
好
会
の
方
々
の
作
品
展
示

で
す
。
絵
て
が
み
を
通
し
て
、
親
睦
と

描
く
楽
し
み
を
満
喫
し
て
み
え
る
仲
間

と
作
品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

自
筆
の
こ
と
ば
と
添
え
ら
れ
た
温
か

い
絵
、
一
度
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

絵
て
が
み
展

〜
ま
ご
こ
ろ
こ
も
っ
た

一
枚
の
手
紙
〜

４
月
６
日（
火
）
〜４

月
25
日（
日
）

図
書
館
で
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後

開
い
て
い
る
「
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」

が
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

を
記
念
し
て
子
供
た
ち
へ
の
読
み
聞
か

せ
を
も
っ
と
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
講
演
や
指
導
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
第
一
弾
と
し

て
、
県
図
書
館
の
協
力
で
次
の
と
お
り

「
幼
児
読
書
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
　
時

４
月
28
日（
水
）

13
時
30
分
よ
り

・
場
　
所

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

・
講
　
師

正
高
素
子
氏（
絵
本
作
家
）

・
入
場
料

無
料

な
お
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
託
児
所
利
用
の
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
い
ら
な
く
な
っ
た
本
や
不

用
な
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
期
間
に

図
書
館
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
持
込
が
で
き
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
期
間

３
月
23
日
〜
31
日

http://library.city.mizunami.gifu.jp
図図図図書書書書館館館館ホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジ

「「「「
紙紙紙紙
しししし
ばばばば
いいいい
のののの
、、、、

はははは
じじじじ
まままま
りりりり
はははは
じじじじ
まままま
りりりり
〜〜〜〜
」」」」

〜
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

絵
本
は
い
か
が
で
す
か
？
〜

図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

絵
本
の
た
の
し
み

絵
本
の
た
の
し
み 

絵
本
の
た
の
し
み 



瑞浪市駅北駐車場4月1日オープン 
　市では、瑞浪駅周辺の中心市街地の活性化を図るため、瑞浪駅北側に時間貸し公共駐車場の整備工事を
進めてまいりました。 
　整備工事は３月末までに完了し、４月１日から、瑞浪市駅北駐車場として供用開始いたします。 
　利用料金は、現金かプリペイドカードでのお支払いとなります。 

※当駐車場内での事故、トラブル等が発生しても市では責任とりかねますのでご了承ください。 
◎問合せ　都市計画課　1内線248

※プリペイドカードの販売は、市役所都市計画課・駅前ロー

ソン・駅北サークルＫにて４月１日から販売予定です。 

料金表 利用できる車は、高さ2.0ｍ以下、幅1.8ｍ以下 
長さ4.8ｍ以下の車です。 

各出入り口にゲートを設置します。 

利用料金の計算例 

駐車場位置図 

３時間まで 

３時間を 
超えるとき 

7：00から19：00の間、12時間駐車した場合の利用料金は、 
200円＋100円＝300円　となります。 

7：00 10：00 15：00 19：00 20：00

３時間 

無料 

５時間 

12時間 

200円 

300円 

５時間 

100円 

最初の５時間まで 

以後５時間ごとにつき 

200円 

100円 

無料 

１台当り 

駐車台数　300台 

料金 

5,000円券 

10,000円券 

プリペイドカード 

5,500円 

11,000円 

利用可能金額 

JR瑞浪駅 

駅北ロータリー 

旧R19

瑞浪 
郵便局 駅北サークルＫ 

駅前ローソン 

入口専用 出口専用 

出
口 

入
口 

高さ制限　2.0M

1.8m以下 

4.8m以下 

2.0
ｍ
以
下 

瑞浪市役所　1 68-2111



長期にわたる架け替え工事で市民の皆様方に大変
ご不便をおかけしています「明徳橋」は、３月21日
（日）に完成式を行い、完成式終了後（昼すぎ）に通行
開放します。〈11時頃セスナ機より花束投下〉
なお、関連する公園地区の道路改良については、

引続き整備をしてまいりますので、ご迷惑をおかけ
しますがご理解とご協力をお願いします。
◎問合せ 都市計画課　1内線248

電源立地促進対策交付金は、発電用施設の周辺地
域における公共用施設の整備を促進し、地域住民の
福祉の向上を図り、もって発電用施設の設置の円滑
化に資することを目的としている国の補助金です。
今年度完成した陶町の猿爪配水池建設事業には、

電源立地促進対策交付金が使われています。

◎問合せ 上下水道建設課　1内線130

・募集人員 若干名
・勤務内容 美術館展示室の監視及び受付案内等
・応募資格 25歳～30歳までの陶芸や美術館に興

味のある方
・勤務時間 （火）～（日）迄の間、週４日（30時間）

９時45分～18時まで
・申込方法 履歴書（写真貼付）を美術館に提出
・申込期限 ３月24日（水）必着
◎申込・問合せ 岐阜県現代美術館　128-3100
〒509-0801多治見市東町4-2-5（セラミックパークMINO内）

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、
警察や検察庁に訴えたが検察官がその事件を起訴し
てくれない。このような不安をお持ちの方は検察審
査会にご相談ください。
相談や申し立てについての費用は一切無料で、秘

密は堅く守られます。
検察審査会では、選挙権を有する一般国民の中か

ら「くじ」で選ばれた11人の審査員が、検察官が起
訴しなかったことの良し悪しを審査します。
◎問合せ 岐阜地方裁判所多治見支部内

多治見検察審査会事務局　122-0698

平成16年３月15日

公職選挙法の一部改正により、「郵便等による不
在者投票」及び「在外選挙制度」が改正されます。
○郵便等による不在者投票の改正（３月１日より）
１、対象者の拡大
介護保険の被保険者証所持者で、要介護状態認

定が要介護度５の方も対象になりました。
２、代理記載制度の創設
あらかじめ市の選挙管理委員会へ選挙人が届け

出た方に、投票に関する記載をさせることができ
るようになりました。

・対象者は、郵便等による不在者投票ができる方で
①身体障害者手帳に上肢または視覚の障害の程度
が１級の記載のある方

②戦傷病者手帳に上肢または視覚の障害の程度が
特別項症から第２項症までの記載のある方

【郵便等による不在者投票とは】 身体障害者手帳、
戦傷病者手帳を持ち、その障害が重く、投票所へ行
けない方で、市選挙管理委員会から「郵便等投票証
明書」を交付された方が自宅で投票する制度
○在外選挙制度の改正（４月１日より）
在外公館等における投票と郵便投票による投票の

いずれかを選択できるようになったこと、一時帰国
における投票について国内の投票制度を利用して投
票することができるようになったこと等、在外投票
をする選挙人が、投票しやすいように改正されてい
ます。
【在外選挙制度とは】 外国にいても、規定の申
請・登録を行うことにより国政選挙の投票ができる
制度
※詳細は選挙管理委員会までお問合せください。
◎問合せ 選挙管理委員会　1内線271・272

市スポーツ少年団では、約100人の指導者と約600
人のスポーツ大好きの仲間が皆さんの加入を待って
います。

◎問合せ スポーツ振興課　168-0747

スポーツ少年団員募集

選挙管理委員会からお知らせ

ご存知ですか？検察審査会

３月21日「明徳橋」開通

岐阜県現代陶芸美術館
管理業務推進職募集

電源立地促進対策
交付金対象事業について

事業名
猿爪配水池
建設事業

交付金額

4,000万円

対象発電用施設

小里川発電所

種　　目 団　　名

野　　　　球
瑞浪、土岐、陶、釜戸、日吉、
稲津、明世

ソフトボール
瑞浪、土岐、釜戸、日吉、稲津、
明世

剣　　　　道 瑞浪、釜戸、陶
陸　　　　上 瑞浪、土岐、陶
空　　　　手 MKC空手道、瑞浪小空手
ソフトテニス みずなみゼロ



瑞浪市役所　1 68-2111

・職種、人数 看護師・准看護師２人
薬剤師　　　　　１人（パート可）
デイケア送迎運転手　１人（パート）
（送迎経験のある方）

・給与等 当方規定による
・申込み 履歴書持参または郵送（後日面接実施）
◎申込・問合せ 〒509-6102稲津町萩原1番地
介護老人保健施設ひざし　167-3748 担当:佐藤

◆玉掛技能講習会
・期　日 学科　４月12日（月）・13日（火）

実技　４月14日（水）～19日（月）の指定日
・受講料 １人20,000円（テキスト代を含む）
・締　切 ４月２日（金） （定員100人）
◆クレーン業務特別教育講習会
・期　日 学科５月17日（月）・実技18日（火）
・受講料 １人11,000円（テキスト代を含む）
・締　切 ５月10日（月） （定員100人）
◆研削用といし取替え等の業務（自由研削）特別教育
・期日等 ４月14日（水） セラトピア土岐　
・受講料 １人6,500円（テキスト代を含む）
・締　切 ５月10日（月） （定員70人）
○場　所 学科　セラトピア土岐（土岐市）

実技　岐阜クレーン教習所（岐阜市）
○申込方法 写真２枚（縦３cm×横2.5cm、裏に氏

名）と受講料を添えて申し込み先まで
◎申込・問合せ 〒507-0801多治見市東町1-9-3

東濃産業労働協会　124-4595

・会　　場 総合文化センター（入場無料・要申込）
・出 演 者 川野夏美、永井裕子、中村美律子

水森かおり（五十音順）
・観覧申込 往復ハガキの往信裏面に、郵便番号・
住所・氏名・電話番号を明記（返信宛名面も記
入）。
・送 付 先 〒500-8554 NHK岐阜放送局「歌謡曲
をあなたに」係まで。締切り３月29日（月）必着。
（応募多数の場合は抽選・応募は１名様１通まで）
◎問合せ 総合文化センター　168-5281

NHK岐阜放送局　 1058-264-4611
※３月１日発行の「文化センターだより」の記事で、
NHK岐阜放送局の電話番号に誤りがありました。
訂正してお詫び申し上げます。

平成16年度固定資産縦覧帳簿の縦覧を行います。
この制度により納税者が他の土地・家屋の価額を知
ることができ、自分の土地・家屋の評価が適正かど
うかを比較できます。なお、縦覧には印鑑と本人と
確認できるもの（運転免許証等）が必要です。
◎問合せ 税務課　固定資産税係　1内線121～123

・資　　格 高等学校・大学（短期大学を含む）に
在学または進学予定の方で、市内に１
年以上居住している方

・奨学金額 高等学校　　月額２万円以内
大学・短大　月額３万円以内

・償還方法 卒業後10年以内に償還（無利子）
・選考人員 若干名（選考結果は５月末に通知）
・申込期限 ４月23日（金）
・申込方法 奨学金願書に必要書類を添えて市教育

委員会に申し込んでください。
◎問合せ 教育委員会総務課　1内線486

2005年３月25日から９月
25日までの間、愛知県長久
手会場を中心に、2005年日
本国際博覧会が開催されま
す。その入場券の第１期前
売りの期限が３月31日（水）
までとなっています。入場
予定の方はお早めにご購入
ください。

※大人は18歳～64歳、中人12歳～17歳、小人４歳～
11歳、シニア65歳以上に適応します。
※その他、学校団体割引等詳しくは下記へおたずね
ください。
◎問合せ 営業推進グループ　　　1052-569-2179

入場券販売管理センター1052-588-3161

固定資産縦覧帳簿の縦覧 職員募集「介護老人保健施設ひざし」

4月1日（木）～4月30日（金）土・日・祝日を除く
・縦覧場所　市役所税務課

前売り入場券販売のご案内

奨学金制度のご案内
技能講習会のお知らせ

種　　類 区　分
第１期

当日券 備　　考
前売券

大　人 3,700円 4,600円〈基本割引率〉

普通入場券
中　人 2,000円 2,500円 第１期前売20％

小　人 1,200円 1,500円 第２期前売15％

シニア 3,000円 3,700円 第３期前売10％

市制50周年記念
ＮＨＫ「歌謡曲をあなたに」公開録音

4月16日（金）17時45分開演



健康だいすき 
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年3月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,137（－149）世帯数＝13,943（－93） 

麻しん・風しん予防接種について 

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

　平成16年４月より麻しん・風しんの接種時期を
以下のように変更します。 
＜麻しん＞ 
　我が国では、麻しんにかかる人は年間10～20万
人と言われ、その内で亡くなる人は十数名みえます。 
　また、麻しんにかかる人の特徴として、低年齢
に多く特に1歳児がもっとも多いとされています。
麻しんにかかると有効な治療法がないため、予防
接種が最も有効的な手段とされています。そこで
１歳を過ぎたらすぐに接種することができるよう、
麻しんの予防接種を毎月実施します。 
　次の順序で行ってください。 

＜風しん＞ 
　従来は11月でしたが、インフルエンザ予防接種
時期と重なるため今年度から９月に実施します。 
詳細については、８月１日号の広報をご覧ください。 

献血(200ml.400ml)にご協力ください 
日にち 

３月24日(水) 
時　　間  
10:00～15:30

 場　　所 
瑞浪市役所 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

13時30分開始 

４月 ２日（金） 

４月 ９日（金） 

平成15年10月生まれ 

平成14年９月１日～ 
　　　９月15日生まれ 

平成14年月９月16日～ 
　　　９月30日生まれ 

母子健康手帳 

母子健康手帳 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に行います 

1歳６ヵ月児健康診査 
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

平成15年８月生まれ 中期・後期離乳食教室 ４月 ６日（火） 

９時～11時 母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

平成14年４月生まれ ２歳児はみがき教室 ４月 ８日（木） 

平成13年10月生まれ 2歳児6ヵ月児はみがき教室 ４月12日（月） 

平成12年10月生まれ 3歳児6ヵ月児はみがき教室 ４月13日（火） 

9時50分～10時 
（終了は11時30分） 

母子健康手帳 
お茶 平成15年３月生まれ １歳児すくすく教室 ３月25日（木） 

９時30分～ 
　　　９時45分 ４月 ６日（火） 

６ ヵ 月 児 相 談  
および離乳食教室  

平成10年３月生まれ 
母子健康手帳 
タオル・コップ 15時開始 ３月25日（木） 

６ 歳 臼 歯 む し 歯  
予 防 教 室  

精神保健相談・老人性痴ほう症相談 

4月13日（火） ◆場所　保健センタ－ 
◆時間　13時～14時 

担　　当　精神科医師・精神保健相談員 
＊電話等で予約が必要です。秘密は厳守します。 

同会場で桔梗ライオンズクラブ主催の「骨髄ドナー登
録会」も行います。 

子宮頸がん集団バス検診 
日にち 

4月12日（月） 
4月22日（木） 

 場　　所 
 
保健センター 

時　　間  

13時～14時 

＊対 象 者：30歳以上の女性（定員60名） 
＊個人負担：500円 
＊申し込み：電話等で保健センターへ 

　子宮頸がんは子宮頸部（膣に近い部分）にできる
がんです。発症は30歳代から増え始め、40歳～50歳
がピークになります。原因はよくわかっていませんが、
ウイルスへの感染と関連があると言われています。
また子宮頸がんは、初期の段階ではまったくといっ
ていいほど自覚症状がないため、早期発見には定期
検診が決め手となります。１年に１回は検診を受け
ましょう。 

①１歳の誕生月の25日までにハガキを保健セン
ターへ提出する。 
②翌月に希望した医療機関に電話予約をし、接
種する。 
＊申込みが25日を過ぎた場合は、翌々月の接種
になりますので、早めにお申し込みください。 
＊対象者は毎月１日号の広報でお知らせします。 
＊できるだけ、15ヶ月までに接種するようにし
てください。 


